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与している可能性を示した。EndMT に関与するNotch シグナル、ephrin-B2/Eph4 シグナルの因子
ついても調べ、脳・眼窩内海綿状血管腫の発生に Notch シグナル異常が関与していること、そして
ephrin-B2（未熟動脈内皮細胞マーカー）とEphB4（未熟静脈内皮細胞マーカー）が共に洞様血管内
皮で発現していることから、ヒト脳・眼窩内海綿状血管腫の洞様血管内皮細胞は未熟な、または奇形
様の細胞で動脈性と静脈性両方の性格を有すると考えられた。 
 以上の研究はヒト脳・眼窩内海綿状血管腫の発生メカニズムの解明、そして脳・眼窩内海綿状血管
腫に対するEndMTを標的とした治療の開発に寄与するところが多い。したがって、本論文は博士（医
学）の学位論文として価値あるものと認める。 
 なお、本学位授与申請者は、平成 30年4月24日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け、合
格と認められたものである。 
 
